
時間雨量 累計雨量 時間雨量 累計雨量
14:00 0 0 0 0
15:00 0 0 0 0
16:00 0 0 0 0
17:00 56 56 19 19
18:00 68 124 57 76
19:00 7 131 7 83
20:00 0 131 1 84
21:00 0 131 0 84
22:00 0 131 0 84
23:00 0 131 0 84
0:00 0 131 0 84

●今回出水における最大値

流入量

放流量

調節量
貯水位

（※本発表は速報のため、数値は今後変更となる場合があります。）

２７７m
3
/s １１日 １９時２０分

５２m
3
/s １１日 ２２時００分

２４９m
3
/s １１日 １９時２０分

２４８．２８ｍ １１日 ２２時００分

北陸地方整備局
羽越河川国道事務所

配布資料

平成23年7月12日

７月１１日夕方から降り始めた雨は、１７時から１８時までの時間雨量が小国町
東滝観測所で６８ｍｍ／ｈ、小国町高野雨量観測所で５７ｍｍ／ｈを記録し、特に
小国町東滝雨量観測所は、降り始めから約１時間３０分で累計雨量が１００ｍｍを
超えるなど局地的に猛烈な雨が降りました。横川ダムでは完成後第１位の流入量
を記録しました。（今回の出水により今年に入って３回目の防災操作を実施しまし
た。）

横川ダムの最大流入量は、７月１１日１９時２０分に約２７７m3/sに達しましたが、

防災操作により、一時的にダム湖に約２５０m3/sを貯めて、下流河川の急激な増
水を緩和し、小国水位観測所（横川）の最高水位を約６６ｃｍ低下させることが出
来たと推測されます。

今回の洪水中ダム湖に貯めた水量は約１３７万m3で、山形県庁（約１０万m3）１４
個分に相当します。
なお、この水量の一部は水力発電のエネルギーとして有効利用されています。

取扱い 配布をもって解禁

問い合わせ先

平成２３年７月１１日 横川ダム防災操作速報（今年３回目）

最大値 発生時刻

東滝観測所 高野観測所

国土交通省北陸地方整備局

横川ダム管理支所

支所長 田邉 雄司
ＴＥＬ０２３８（６５）２３６３（代）

小国水位観測所(横川)での水位低下効果

約６６cm水位低下

Ⓐ：横川ダムがなかった場合の想定水位

Ⓑ：横川ダムの防災操作による実績最高水位

２．４７ｍ

１．８１ｍ

50mm/h以上を記録した雨量観測所の状況

Ⓑ

Ⓐ



別紙

○降雨の概要

○出水の概要

○横川ダム防災操作の効果
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平成２３年７月１１日 出水の概要と 横川ダム防災操作の効果

７月１１日１６時から降り始めた雨は、７月１１日20時まで降り続け、流域平均総雨量
８３mmを記録した。特に７月１１日１７時～１８時の間に東滝雨量観測所で最大時間雨
量６８ｍｍ／ｈ、高野雨量観測所では５７ｍｍ／ｈを記録した。

横川ダムへの流入量は、１１日１８時４０分に横川ダムの洪水量150m
3
/sを超え、１１

日１９時２０分には最大流入量約２７７m
3
/sを記録した。

横川ダムでは最大流入量約２７７m
3
/sの内、一時的に約２４９m

3
/sをダム湖に貯め込

み下流河川の急激な増水を緩和し、小国水位観測所（横川）の最高水位を約６６cm低
下させることが出来たと推測されます。

ダムに流れ込む水量をダム湖に貯め込み貯水位が上昇
ダムに流れ込んだ

最大水量約２７７m3/s

ダム湖に貯めた

最大水量約２４９m3/s

ダム湖に貯め込んだ水
量部分（山形県庁１４個
分に相当）

7/11 7/12


